






た場合には��時間��分以後に変化させた場合と比較して

脱皮の遅れは若干小さくなる傾向が見られた｡

なお, 平成��年度にふ化し, 後期幼生へ到達した幼生

の飼育水槽の水温を一時的に低下させて脱皮時刻を午前

��時頃になるように調整し, 脱皮が予想される個体を隔

離することにしたところ, ある程度共食いの発生を防止

することができたことから, 小規模な飼育における共食

いの防止策として, 水温を低下させることによる脱皮時

刻の調整が有効であると考えられた｡

関連報文

水産庁補助事業 ｢栽培資源ブランド・ニッポン推進事業

環境調和型の栽培漁業技術開発事業 (甲殻類グループ)｣

平成��年度報告書

― 10 ―




